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(1) 多くの水溶性薬剤の抗菌活性は， HPLC によるそのキャパシティーファクターで決めた疎水性ノf ラメーターと
有意に相関することを見いだしている。
(2) それ自身抗菌活性のない二塩基酸ジエステルを，カチオン系殺菌剤と共存させると，殺菌剤の殺菌効果を増強
することを見いだし，さらにその増強効果が疎水性パラメーターの二次式で表されることを明かにしている。
(3) エタノールはカチオン系殺菌剤の殺菌効果を増強するが，ろ紙などに付着した菌に対しては殺菌効果を低下さ
せることを見いだしている。
(4) 第四級アンモニウム塩の殺菌効果をアルカリ洗剤中で維持させるために必要な第3成分を明かにしている。
(5) 塩化ベンザルコニウムは高濃度では殺菌効果が低下することを示し，高濃度製剤中より耐性菌の分離に成功し
ている。
(6) 病院などの防菌管理に有効な，手指用自動噴霧消毒器を開発し，そのために使用するエタノールとクロルへキ
シジンを含む消毒剤を提案しているO
(7) 手指用消毒剤に皮膚の保湿や柔軟化の目的で添加される，エモリエント剤が殺菌増強効果のあることを見いだ
している。
以上のように，本論文は抗菌活性をもっ化合物を組み合わせて有効な殺菌剤を製剤化するのに，その除k性パラメー
ターを指標とする方法を見いだし，その適用例を示している。この方法によって製剤化された殺菌剤，殺菌洗浄剤，
消毒剤はすべて有効性が確認され，殺菌工学の発展に寄与するところが大き ~\o よって，本論文は博士論文として価
値あるものと認める。
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